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斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

斑
鳩
町
の
家
計
簿

〜 
平
成
24
年
度
財
政
状
況 

〜

　

平
成
24
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

町税
28億7,940万円
町民税　14.9億円
固定資産税
　　　　11.0億円
都市計画税
　　　　1.2億円
　　　　　　など

臨時財政対策債
　　　　　　4.9億円
施設整備関係
　　　　3.0億円

地方消費税
交付金
1億8,153万円 地方交付税

23億6,876万円
地方交付税
23億6,876万円

国・県からの
支出金
13億2,862万円

町債
　7億8,880万円

その他の
交付金等
1億5,915万円

繰越金
6億8,973万円

繰入金
8,070万円

使用料および
手数料
2億2,390万円

その他の収入
2億3,524万円

給

前月
からの
繰越金

自主
財源

依存
財源

貯金の
取崩し

料

親

か

き
せ

ら
の
援
助

雑収入

新 なた
借入金

歳入 89億3,583万円

家 計 に た と え る と

●１か月の総収入 … 31万４千円

　斑鳩家の家計簿は、斑鳩町
の決算額を人口28,455人
（平成25年３月末現在）で
割った数字を、１か月の家計
にたとえています。

一 般 会 　 　 計 決 算

斑鳩家の収入 収入額（円） 構成比（％） 平成24年度の歳入
給　　　　　　　料 101,000 32.2 町税

雑　　　収　　　入
内職・パート収
入や不動産収入

16,000 5.1
使用料および手数料

その他の収入

貯 金 の 取 崩 し 3,000 1.0 繰入金
前月からの繰越金 24,000 7.6 繰越金

親せきからの援助 142,000 45.2

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金等

新 た な 借 入 金 28,000 8.9 町債
合　　　計 314,000

（ ）
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平成24年度の決算

その他
　54万円

普通建設事業費等
9億2,464万円

人件費
15億157万円

公債費
10億2,386万円

扶助費
11億4,503万円

　物件費
17億7,079万円

積立金
　1,608万円

繰出金
9億5,443万円

維持補修費
1億2,174万円

補助費等
 8億7,435
　　　　万円

生

そ
の
他
生

活

費

活
費

家の
増

改築 費

一 般 会 　 　 計 決 算
歳出 83億3,303万円

斑 鳩 町 の 財 政 を 、

●１か月の総支出…29万３千円（来月への繰越金2万1千円）〈平成24年度会計別決算〉

■歳入の主な用語録
町　　　税　�みなさんが納

めた町民税、
固定資産税等

地方交付税　�所得税等、国
が徴収した税
金のなかから
町の財政状況
に応じて交付
される交付金

町　　　債　�大きな事業を
おこなうため
の国や金融機
関からの借入
金

■歳出の主な用語録
人　件　費　�職員や特別職

の給与、議員
および各委員
会の委員報酬

扶　助　費　�子ども・児童
手当、子ども・
老人・重度障
害者の医療費
助成金等

公　債　費　�町債（借入金）
の返済金

物　件　費　�消耗品や交際
費、業務委託
料等

繰　出　金　�国民健康保険
等の特別会計
へ繰り出して
使ったお金

補 助 費 等　�各種事業や団
体への補助金
や負担金

維持補修費　�公共施設の修
繕料等

普通建設事業 費　道路等の
整備等に使っ
たお金

おもな用語チェック

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 89億3,583万円 83億3,303万円

特 別 会 計 65億3,789万円 69億5,427万円

国民健康保険事業 30億5,025万円 35億549万円

大字龍田財産区 317万円 40万円

公共下水道事業 13億319万円 13億306万円

介護保険事業 18億6,639万円 18億3,048万円

後期高齢者医療 3億1,489万円 3億1,484万円

総　合　計 154億7,372万円 152億8,730万円

斑 鳩 家 の 支 出 支出額（円） 構成比（％） 平成24年度の歳出

生　 活　 費
食費 53,000 18.1 人件費

医療費、教育費等 40,000 13.7 扶助費

ローンの返済 36,000 12.3 公債費

その他生活費

光熱水費・消耗品等 62,000 21.2 物件費

家の修繕費 4,000 1.4 維持補修費

自治会費・スポーツ
クラブ会費等 31,000 10.6 補助費等

貯金 1,000 0.3 積立金

子どもへの仕送り 34,000 11.6 繰出金

家の増改築費 家の増改築費用 32,000 10.9 普通建設事
業費等

合　　　　計 293,000
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平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決

算
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
佐
伯
知
輝
・
中
川
靖

広
両
監
査
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項

別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
お
よ
び

財
産
に
関
す
る
調
書
の
各
計
数
は
、
関
係
法
令

に
準
拠
し
て
調
製
さ
れ
、
誤
り
の
な
い
も
の
と

認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計

数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

■ 

決
算
の
総
括

　

当
年
度
の
連
結
ベ
ー
ス
で
の
純
計
決
算
額
は

歳
入
１
４
５
億
42
百
万
円
、
歳
出
１
４
３
億
55

百
万
円
で
、
差
引
形
式
収
支
は
1
億
87
百
万
円

の
黒
字
で
あ
る
。
前
年
度
と
比
較
す
れ
ば
歳
入

約
８
億
48
百
万
円
、
歳
出
約
９
億
９
百
万
円
の

増
で
、
歳
入
の
増
加
に
比
べ
歳
出
の
増
加
が
上

回
っ
た
こ
と
か
ら
形
式
収
支
で
は
60
百
万
円
の

減
少
と
な
っ
た
。

　

内
容
的
に
は
、
形
式
収
支
と
実
質
収
支
は
前

年
度
を
下
回
る
も
の
の
黒
字
を
維
持
し
て
い
る

が
、
単
年
度
収
支
で
は
前
年
度
の
9
百
万
円
の

赤
字
か
ら
45
百
万
円
の
赤
字
へ
赤
字
幅
が
膨
ら

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
町
債
の
発
行
を
減
ら
し
前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
使
っ
た
た
め
に
、
一
般

会
計
が
71
百
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
町
債
に
頼
れ
ば
、
見
掛
け
上

収
支
が
よ
く
な
っ
て
も
将
来
に
負
担
を
残
す
こ

と
に
な
る
の
で
、
単
年
度
収
支
が
赤
字
と
な
っ

て
も
止
む
を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
を
機
に
今
後
の
予
算
計
上
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
衛
生
処
理
場
の
稼
動
を
止

め
、
ご
み
焼
却
処
理
を
業
者
に
委
託
し
て
い
る

が
、
旧
の
焼
却
施
設
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
自

己
処
理
で
す
る
な
ら
焼
却
炉
を
つ
く
り
か
え
る

必
要
が
あ
る
。
新
規
に
つ
く
れ
ば
安
く
見
積

も
っ
て
も
50
億
円
か
か
る
の
で
、
ご
み
積
替
え

施
設
を
新
築
し
焼
却
処
理
を
業
者
委
託
す
る
ほ

う
が
コ
ス
ト
は
安
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

委
託
処
理
料
金
は
ご
み
の
排
出
量
に
比
例
す
る

こ
と
か
ら
、
今
以
上
に
分
別
収
集
に
努
め
、
可

燃
ご
み
の
排
出
量
を
削
減
す
る
よ
う
町
民
一
人

ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　

町
の
所
有
す
る
主
な
施
設
の
維
持
管
理
費
は

平
成
24
年
度
で
約
５
億
６
百
万
円
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
費
は
利
用
者
の
増
減

に
関
わ
り
な
く
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
施
設

を
つ
く
れ
ば
管
理
費
用
が
発
生
す
る
。
人
口
減

少
社
会
に
入
っ
た
今
日
、
将
来
を
見
据
え
、
施

設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

土
地
が
必
要
と
な
る
施
策
に
つ
い
て
、
遊
休

地
の
利
活
用
を
考
え
る
な
ど
、
遊
休
地
の
早
期

解
消
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

決
算
審
査
意
見
書
は
、
役
場
２
階
情
報
公
開

窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

■ 町債の状況■ 財産の状況

■ 基金の内訳

会　　　計 平成24年度末現在高

一 般 会 計 98億9,946万円

特 別 会 計 82億9,354万円

合　　　計 181億9,300万円

借　入　先 平成24年度末現在高

財 政 融 資 資 金 59億3,734万円

旧簡易生命保険資金 15億95万円

市 中 銀 行 32億7,484万円

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構 資 金 71億4,674万円

奈 良 県 2億7,554万円

旧 郵 便 貯 金 資 金 5,759万円

合　　　計 181億9,300万円

財産の種類 平成24年度末現在高
土 地 353,995㎡
建 物 92,335㎡
有 価 証 券 104万円
基 金 32億5,628万円

財 政 調 整 基 金 18億6,009万円
減 債 基 金 1億5,701万円
公共施設整備基金 0円
都市計画事業整備基金 0円
福 祉 基 金 3億2,617万円
文 化 振 興 基 金 8,657万円
斑鳩の里歴史文化遺産
保 存・ 活 用 基 金 1,078万円

スポーツ振興基金 2,095万円
土 地 開 発 基 金 7億4,672万円
国民健康保険財政調整基金 7万円
介護保険給付費準備基金 4,792万円

合　　　計 32億5,628万円

監
査
委
員
の
意
見
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
普
通
会
計

の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

佐
伯
知
輝
・
中
川
靖
広
両
監
査
委
員
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
審
査
の
結
果
】

１
．
総
合
意
見

　

審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る
事
項
を
記

載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

２
．
個
別
意
見

　

審
査
の
対
象
で
あ
る
①
実
質
赤
字
比
率
、
②

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
と
も
に
決
算
が
黒
字
で

あ
る
こ
と
、
③
実
質
公
債
費
比
率
は
早
期
健
全

化
団
体
の
基
準
で
あ
る
25
％
を
、
④
将
来
負
担

比
率
は
同
３
５
０
％
を
下
回
る
７
．１
％
お
よ

び
21
．８
％
で
あ
り
、
か
つ
実
質
公
債
費
比
率

は
前
年
度
比
率
よ
り
０
．３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い
ず
れ
も
問
題
は
な
い
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　
［
水
道
事
業
会
計
］

　

判
断
基
準
の
資
金
不
足
計
算
が
流
動
比
率
に

よ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
年
度
決
算
に
お
け
る
流

動
比
率
は
３
０
４
％
と
資
金
過
剰
の
状
態
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
１
年
以
内
に
返
済
予
定
の
企

業
債
（
借
入
金
）
を
流
動
負
債
に
加
え
て
も
こ

れ
が
１
７
６
％
と
な
り
資
金
不
足
に
は
な
ら
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
資
金
不
足
比
率
は
本
来
算
出
さ

れ
な
い
が
、
前
記
資
金
過
剰
額
を
年
間
営
業
収

益
で
除
し
た
比
率
（
マ
イ
ナ
ス
の
資
金
不
足
比

率
）
を
算
出
す
れ
ば
28
．96
％
で
あ
る
。

　
［
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
］

　

決
算
の
差
引
収
支
額
は
13
万
５
千
円
で
全
額

が
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
実
質
収
支
は
０
円
で
資
金
不
足
は
生
じ

て
お
ら
ず
、
資
金
の
マ
イ
ナ
ス
補
正
を
お
こ
な

う
べ
き
繰
上
充
用
額
、
支
払
繰
延
額
、
事
業
繰

越
額
お
よ
び
建
設
改
良
費
等
以
外
の
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し
た
地
方
債
の
い
ず

れ
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
実
質
的
資
金
不
足
も
な

い
。
よ
っ
て
資
金
不
足
比
率
は
０
％
で
、
経
営

健
全
化
基
準
の
20
％
を
下
回
っ
て
い
て
問
題
は

な
い
。

３
．
是
正
勧
告
を
要
す
る
事
項

　

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

平成24年度の決算

　

平
成
24
年
度
に
斑
鳩
町
の
一
般

会
計
に
入
っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）

は
、
89
億
３
，
５
８
３
万
円
、
使
っ

た
お
金
（
歳
出
）
は
、
83
億
３
，

３
０
３
万
円
、
差
し
引
き
、
６
億

２
７
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
、
平
成
25
年
度
に
繰
り
越

す
財
源
、
４
，
０
０
６
万
円
を
差

し
引
い
た
金
額（
実
質
収
支
額
）は
、

５
億
６
，
２
７
４
万
円
の
黒
字
で

し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
作

成
し
た
健
全
化
判
断
比
率
（
下
図

参
照
）
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

比
率
に
つ
い
て
も
早
期
健
全
化
団

体
と
な
る
基
準
を
大
き
く
下
回
っ

て
お
り
、
現
段
階
に
つ
い
て
は
健

全
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
、
財
政
状
況
は
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

企
画
財
政
課（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
24
年
度
決
算
か
ら

■ 斑鳩町の健全化判断比率の状況（平成24年度） （単位：％）

指標 区　　分 平成24年度
（A）

平成23年度
（B） （A）－（B） 指標の概要

実　　質
赤字比率

斑鳩町の比率 −（△ 10.09） −（△ 11.40） 1.31 福祉、教育、まちづくり等をおこなう地方公共団体の
一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻
度を把握する指標

早期健全化基準 14.66 14.67
財政再生基準 20.00 20.00

連結実質
赤字比率

斑鳩町の比率 − （△ 8.07） − （△ 8.40） 0.33 すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体と
しての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を把握する指標

早期健全化基準 19.66 19.67
財政再生基準 30.00 30.00

実質公債
費 比 率

斑鳩町の比率 7.1 7.4 △ 0.3 借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標
化し、資金繰りの危険度を把握する指標早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

将来負担
比　　率

斑鳩町の比率 21.8 17.9 3.9 地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく
可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを把握する指標

早期健全化基準 350.0 350.0
財政再生基準 − −

注） 実質収支または連結実質収支が黒字である場合は、「実質赤字比率」または「連結実質赤字比率」は負の値で表示しています。

平
成
24
年
度

斑
鳩
町
財
政
健
全
化
の
状
況
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●�

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

願
い
、「
心
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

人
間
の
幸
せ
や
豊
か
さ
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
斑
鳩

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。

●�

宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
を
開
催

し
、
質
の
高
い
音
楽
に
触
れ
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
し
い
芸
術
・
文
化
の
創

造
を
図
り
ま
し
た
。

●�

法
隆
寺
ゆ
か
り
の
都
市
文
化
交
流

協
定
締
結
記
念
事
業
と
し
て
、
小

田
原
市
の
歴
史
や
文
化
財
を
紹
介

す
る
展
示
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

●�

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
文
化
・
芸
術
活

動
の
情
報
発
信
の
充
実
を
図
る
た

め
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
町
民
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
て
い
る
マ
ル
チ
ビ

ジ
ョ
ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
お
よ
び

映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
等
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

文化の香り高く心豊かなまちづくり

●�

あ
わ
保
育
園
の
入
所
希
望
児
童

数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

給
食
調
理
室
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
旧
給
食
調
理
室
を
保
育

室
に
改
修
し
ま
し
た
。

●�

一
般
不
妊
治
療
や
不
育
治
療
を

望
む
夫
婦
に
対
し
、
そ
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
し
た
。

●�

青
少
年
期
に
お
け
る
野
外
体
験

活
動
の
重
要
性
か
ら
、
青
少
年

の
健
全
な
育
成
の
推
進
を
図
る

た
め
、
野
外
活
動
施
設
を
利
用

す
る
団
体
を
対
象
に
、
交
通
費

等
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
し

た
。

●�

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
を
予
防
す

る
た
め
、
生
後
６
週
か
ら
32
週
ま

で
の
乳
児
に
対
し
て
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

すこやかに生き生きくらせる
まちづくり

▲�奈良・斑鳩の地をこよなく愛した
會津八一の歌碑の寄附を受けたこ
とからその除幕式を開催しました。

▲�世界的に活躍するニューヨーク・
シンフォニック・アンサンブル
の公演を開催しました。

▲�夏季における教育施設の環境整備として、
東幼稚園のプールを改修しました。

平成24年度に
　　　おこなった
主な事業を
　　　紹介します。
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こ
ん
な
事
業
に

お
金
を
使
い
ま
し
た
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ともに築く協働の
まちづくり

平成24年度の決算

●�

消
費
生
活
の
安
全
性
と
生
活
知

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
消
費

生
活
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
消
費
者
啓
発
に
努
め
ま
し

た
。

●�

観
光
客
の
的
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ

な
誘
導
を
図
る
た
め
、
観
光
案

内
サ
イ
ン
等
の
現
地
踏
査
を
実

施
し
、
現
状
の
設
置
状
況
の
実

態
把
握
を
し
ま
し
た
。

●�

そ
ば
・
菜
の
花
・
黒
米
・
じ
ゃ
が

い
も
の
栽
培
、
普
及
を
お
こ
な

い
、
遊
休
農
地
解
消
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、栽
培
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
そ
ば
・
じ
ゃ
が
い
も
を

栽
培
す
る
こ
と
で
、
農
と
食
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●�

斑
鳩
町
土
地
開
発
公
社
に
つ
い

て
は
、
社
会
的
役
割
お
よ
び
所

期
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成
24
年
10
月
23
日
に
解

散
し
、
残
余
財
産
を
町
に
帰
属

し
ま
し
た
。

●�

住
民
福
祉
の
増
進
と
、
ふ
れ
あ

い
豊
か
な
地
域
社
会
の
育
成
を

図
る
た
め
、
地
域
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
斑
鳩
町
法
隆
寺
五
丁
地
区
地

域
交
流
館
を
整
備
し
ま
し
た
。

●�
自
治
会
等
が
お
こ
な
う
地
域
集

会
所
の
整
備
に
対
し
、
補
助
率

お
よ
び
補
助
対
象
を
拡
充
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

活力とにぎわいのある
まちづくり

安全で快適な
まちづくり

●�

衛
生
処
理
場
で
の
焼
却
廃
止
に

伴
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
可
燃

ご
み
の
焼
却
処
理
を
民
間
業
者

に
委
託
し
ま
し
た
。

●�

平
成
24
年
10
月
に
、
県
内
の
町

村
で
は
初
め
て
と
な
る
斑
鳩
町

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

●�

火
災
や
不
審
者
の
侵
入
に
よ
る

犯
罪
の
発
生
の
原
因
と
な
る
空

き
家
の
実
態
調
査
を
し
ま
し
た
。

●�

自
主
防
災
組
織
の
育
成
並
び
に

活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
防
災
力

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

潤いのある魅力的な
まちづくり

●�

歴
史
的
な
町
並
み
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
て
い
く
歴
史
的
町
並

み
保
全
・
活
用
事
業
の
一
環
と

し
て
、
龍
田
地
区
町
並
み
保
全・

活
用
に
か
か
る
基
本
方
針
を
策

定
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

●�

浸
水
対
策
の
基
礎
デ
ー
タ
を
確

立
す
る
た
め
、
斑
鳩
町
内
全
域

の
水
路
の
現
況
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

●�

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
図

り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

●�

歩
行
者
の
夜
間
の
通
行
の
安
全
性

や
車
両
か
ら
の
歩
行
者
の
視
認
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
都
市
計
画

道
路
法
隆
寺
線
歩
道
照
明
を
新
設

し
、
道
路
機
能
の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。

▲�伝統文化の継承と地域コミュニティの育成、
観光の振興を図るため、斑鳩の里ふるさと秋
祭りを開催しました。

▲�産業まつりを開催し、町内の農業、商
工業、観光を再認識する機会をつくり、
産業全体の活性化を図りました。

▲�奈良県消防協会生駒南支部の代表とし
て、斑鳩町消防団が第24回奈良県消
防操法大会に出場しました。
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▶
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線
歩
道
照
明

　
（
太
陽
光
発
電
）


